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５.　おわりに

本調査では、近世の郡上街道が現在の国道 156 号と一致する可能性に着目した。２節で用

いた地図史料からは、郡上街道は長良川とほぼ並行して進んでおり、小瀬の集落内や北東部の

山中を進む『調査報告書』のルートとは異なったものであることが分かった。これらの地図は

いずれも幕府あるいは政府の指示で作製されたものであり、内容は正確であると考えられる。

さらに３節の現地調査を通じて、２節の地図史料に示されたルートが妥当であることを示せた。
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春日神社石造物調査

　陰地祐輝

　境内にある石造物は石燈籠 18基、鳥居３基、手水鉢３基、狛犬 2対、社号標２基、献燈台

３基である。石燈籠の形状は円柱型が 6対 12 基と最も多く、次いで神前型が 2対 4基、撥

型が 2基となる。年代のわかる石造物のうち近世まで遡るものは石燈籠 6基と手水鉢 1基の

みであり、古いものから元禄、延享、天明の年号が確認できる。そのほかは全て明治以降に作

られたものである。今回のフィールド実習では元禄、延享の年号をもつ石燈籠を対象に実測図

を作成した。以下にその詳細を記述する。なお、番号は境内配置図に対応するものである。

　春日神社内に鎮座する関稲荷大明神前の 1対（７，８）のうち、7の石灯籠を対象に実測図

を作成した。形状は円柱型で笠部の形態が他の石灯籠に比較して簡素なものとなっている。ど

ちらも延享年間の銘をもつが７は延享 5（1748）年、８は延享３（1746）年と製作年代がわ

ずかに異なり、形状についても基台部を構成する石の数やその意匠が大きく異なる。

　本殿前には 2対の石灯籠が並んでおり、そのうちの 1対（14，15）に元禄 10（1697）年

の紀念銘が確認できる。形状は円柱型で

笠部に蕨手の表現をもち基台部には花弁

が表現されるなど、多くの装飾が施され

ている。

　社務所と本殿の中間に位置する 19に

は元禄９（1745）年の紀念銘が確認で

きる。形状は当神社では少数の撥型であ

る。また、笠部は唯一円形を呈するもの

であり、火袋も球状という当神社におい

て他にはみられない表現を多くもつ。こ

の石燈籠は施主に「京住人金子氏」とあ

り、京都の人間によって寄進されたもの

であることがわかる。この金子氏につい

て、京都における行政の範囲を確認する

ために書かれた『元禄覚書』という史料

内に「西陣寺之内横町　太鞁　金子勘助」

という記述があり、寄進者の金子氏であ

る可能性を指摘できる。この石燈籠の特

異性は寄進者の出自によって生じたもの

である可能性が高い。
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図１　春日神社（１）
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　以上実測図を作成した 3基を除く近世以前の石造物は、元禄７（1743）年の紀念銘が確認

できる手水鉢１と、天明４（1784）の紀念銘が確認できる撥型の石燈籠 18 の 2基である。

石燈籠 18は秋葉山の銘をもつ秋葉燈籠であり、中台より上部が木造であることが特徴である。

　手水鉢 1をはじめとして元禄年間の紀念銘が確認できる石造物が多いことから、当神社が

元禄年間に整備された可能性が考えられる。また、石灯籠 18の銘文から京都の住人と関係が

明らかとなったことは大きな成果といえる。
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図 ２　春日神社 (２)
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図２　春日神社（２）
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春日神社鏡の間・能舞台（建造物）

　岸　泰子

　春日神社は、関市南春日町にある。神社の創建は 13世紀後期で、以後、刀鍛冶の守護神と

して人々の信仰を集めている。神社境内については、その南・東側に参道入り口と鳥居があり、

境内北側に本殿・拝殿が並び、東側には社務所や太鼓堂　がある。境内にはほかにも摂社や能

舞台、神宝殿などの建造物がある（境内配置図は 66頁図１参照）。今年度の文化遺産フィー

ルド実習において、同神社の石造物・祭礼などとあわせて、建造物の調査（実測、写真撮影、

調査票作成）を行った。対象とした建物は、主に能開催時に使用される鏡の間・能舞台である。

　

春日神社　鏡の間

桁行 6.4 メートル　梁間 3.8 メートル　切妻造　妻入　正面（東面）下屋庇付　桟瓦葺

� 20 世紀前期

角柱　組物なし　中備なし　一軒疎垂木　妻飾束立

　鏡の間は、本殿・拝殿の前面、境内のほぼ中央に位置する建物である。正面（東面）に下屋

庇を付ける。背面側、すなわち西側にも出入口を設ける。日常的には倉庫として使用されてい

るが、能が開催される際にはここは演者の支度の場として使用される。演目披露時には、西側

の建具を外して開放とし、本建物と能舞台の間に仮設の橋掛を掛け、その橋を渡って演者は能

舞台へと出ていく。

　建物は、切妻造妻入で、東側に下屋庇を付ける。組物などの装飾がないシンプルな建物であ

る。内部は東側一間分を土間とする。内部に中二階を設け、道具の収納場所とする。

写真２　春日神社鏡の間　全景写真１　春日神社鏡の間（左）・能舞台（右）




